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ドイツ（旧西ＩＭツ）のゴールデンフ゜ランとトリム運亜ﾉﾉ、指導者養成の
近況について
福岡孝純
Ａ施設繁IiMi基準（ゴールデンプラン）
①ゴールデンプランの発意
鋪２次大戦に敗れてから復興に１lx')《|'んだドイツの努力には、｜=|を兄張るものがあった。｜玉|際ス
ポーツ界ではく゛んく゛ん頭角を現し、ローマ・オリンピックのｌＪｉには、米ソに次ぐ゛第３の勢力とまで
いわれるようになった。また、この'|剃り|は「ドイツ経済の奇践」といわれた時ﾘﾘ1でもあったが、反
mi、このMi1進の時期は、幾多の愛ljlfすべき二}ﾄﾞﾘﾐが伽在化した||柳|でもあった。都市化・工業化の進
展、モータリゼーションは、急速にｌＩｌｋのIML版をむしばみはじめたのである。
発行のアクセレレーション現象、青少ｲＩｉの`Ｍ１1不安定、就学児荒の二人に－人は兄られろ病ｉ１り徴
候、勤労背少f'三の腱1爽要注意粉の急11#(19から31％へ)、成人ｿijiの１１４大仁よ')職業従Zli者の２／３が
定イドiiiiに退職する傾向などが見られた。死lklとしての心ili1i環器のｿ欠病は1950年の31％から58年(二は
40％、６３年には48％と急iiViしていた。
これらについて各分野（教育、社会、‘Ｍ'１，１塁学など）の学搬澗が弊告を発し、その原因究lﾘ}に
努めた結果、この現象の根源(1<」な)H〔lkIは身体迎iillの不足と'''1迷った栄養の取りブフにあることが指摘
されたのである。現在でも文lﾘＩｿiji、あるいは成人柄の根il1i(てあるこれらの連１W不足シンドロームを
解決するためにさまざまな努力がなされ、その対策には、何といってＭＭｘ的に身体運動を行うた
めの場づくりの整備が最優先であるとの認識が生まれた。そしてＭＩＩのｌｉＪｌ体であるドイツオリンピ
ック|Ｈ１会(ＤＯＧ）＜注１＞は、さっそく、スポーツ、プレイ、保養のためのiiIiml))の場の整llli計凹を
Ul:先しはじめたのである。
＜注ｌ＞ドイツオリンピック協会
DeutscheOlympischeGeseⅡschafLl}I#称ＤＯＧ･’951年フランクフルトに設立され、
オリンピック思想の１Ｍ(と深化によ')平jliⅡと友好、人'''1性と幸柵を辿求せんとするも
ので、当初能力(競技)スポーツや学校スポーツの振興を|]１１<」としていたがやがて国民
スポーツ（スポーツ・フォア・オール)の振興をもこれに1111｜えるようになる。
初代会長はゲオルグ･フォン･オーペル、専務111叩ゲルト・アーベルベック。
ＩＯＣの圧|内匠１体であるＮＯＫ(ナショナル･オリンピック・コミッテイー）とは異なる。
②部'|丁計lIljlとスポーツ施設建設の係わり
呈ljllliDOGて゛は、スポーツ施設の必要盤I|脆について極々のiiiW:を行っていたが、その過程でス
ポーツ施設を地域に効果il<)にＩＨＩ[lii(iするには、どうしていⅢjiillIlilの,１，にin要な要素として盛,)込み、
部TML設として考えて行くことが必要であるとの認識に達した。
－２５－ 
法政大学体育1i)｢先センター紀:鍵
これには『当lIfｻ1955ｲﾄﾞの秋、アメリカのハーバード大学のミッションがヨーロッパの都１１j複！●lに
ついてのアドバイスをした'1#に、モータリゼーションのインパクトを'峰祝してはいけない、といっ
たことが大いに参考になった。（－ゲルト・アーベルベック氏談)』といわれている。
ＤＯＧのアーベルベック氏は｣iL速、当時部TII計lmilの節一人名.であるヒレブレヒト教授をハノーバ
ーTl丁の郊外に訪ねて協力をlI1Iiった゜ここにして初めて、スポーツ施設はドイツ都Ｔｌj建設の菰要な機
能要素として容認されるに至るのて゛ある。アーベルベック氏は、ＤＯＧとＦ１治体の建設拙当料、学
識者、４つのI÷1iiLi体広j或|劉述MI11、ドイツスポーツ１Ｍ鱈などさまざまの組織との連携を図り、これら
の協力の肌二に195611ミエッセンにおけるＤＯＧ連邦総会で『節1次IRkM〔、フ･レイ、保養のための都
ili建設恭準』を発表した。これにより、ヒレブレヒト教授の表ﾘilによれば『もはやスポーツが今ま
でのように都Tl丁建設に際して、他の分11Wの計Wll領域のあまりのコマギレに|÷Ｍじている時代は終わ
ったのだ』ということとなった。
スポーツ施設建設は、地域の処設基本計画において独立した\jil1il計画として認知され、関連する
建設計Uiiへと集積化されることとなった。第１次基準はスポーツの都T1j建設における役割をlﾘl(iliiに
機能的に位置づけたのである。この恭準にもとづき、1959ｲliのハノーパーのＤＯＧ総会で、スポー
ツ施設の絶対必要鼓とりil状の実態調査を１１<(介し、必要とすべき施設の鼓的および質的雛備品一驚く
ほどの規模であった－がIU1らか仁された。ＤＯＧ会長であるオーペル博士は、『この危機的状UiLを
国、州、自治体の共同責任により、力を合わせて打|Ⅱ|することが１１１，未まいか？そうしたら、この計
画をゴールデンプラン＜注２＞MJi付けよう』と述べたのである。
－＜注２＞
我が'工|では、皿称ゴールデンフ・ラン、つまりiIf金計山といわれているこのフ･ラン
は、正しくは｢DerGoldenePIan(デル･ゴールデオ､･フ・ラン）または、GoldnerPlan
(ゴールドナーフ゜ラン)｣であ！)、他康は人'''1にとって11t金のように大切て゛ある、といっ
たところからその命名が行われた。
③第１次ゴールデンプラン
このゴールデンフ゜ラン（以~|､.ＧＰと''1棚;）は、1961～1975111までを第１次計画とし、自治体にス
ポーツ、レクレーション施設やイ供の遊び場などを作り、誰でもが気i隙に｢1常の生活Ｉ巻|でスポーツ
を行えるような環境蕊Iilliを行った。ＧＰは基本榊想をまとめてからの５年||{]は細部の具体的な詰め
に費やされた。各'二1治体の人１１、立地条件に一定の基準を設けて、ひとつひとつのTljlIlJ村の持つべ
き施設の種類と必要数、そのタイプ。、DA模の大小を算111,した。その結果雛liiiする施設として`i,:,,1,さ
れた基準（徹氏一人当たＩ)のmIi枝､`）は次のとお')である。
－２６－ 
ドイツ(ⅡIilliドイツ)のゴールデンフ゜ランとトリムjili1li1）
Ji1準IIll1（一人当たりの必要iihi桜）
1960ｲﾄﾞﾘｶ初ilI1il980flえ
１．T･供の遊び場Ｌ５ｍ‘→１５m’
2．スポーツ広場３．０４．０～６．０
３．スポーツホール ０．１０．２～０．３ 
４．１１毛内プール （).()０５～０．０１０．０１～0.025 
５．屋外ﾌﾟール ０．０５～0.100.05～０．１５ 
(水i(Ii横／緑地（芝４１２）、i横比率ｌ：ＩＣ１：1５
－各蝋(堕は1967年およびl975jliに現爽にlll1して改められている。
④弟１次計画の効果と賀１１１
1960年ＧＰの当初の計llljl値およびその後の需要の経緯にMllしたﾄﾞ11i足(I<｣訂Tli値、そしてその達成状
況を示したものが表－１である。
表－１第１次ゴールデンプランの総決算
また、これらの施設繋備に要したY1il11は、次のとおりである。（1961年～l975fli）
余体で約17,384,000,000マルク
そのうち３都市州（ベルリン・ハンブルク・ブレーメン）
1,045,000,000マルク
その他８州5,920,000,000マルク
」2記８州の、合体約9,866,000,0()0マルク
連邦553,000,000マルク
この他に、二ｔ地代と開発費111、維持YMl11は仁１泊体が受け持った。
⑤ＧＰの波及効果
－２７－ 
ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ･プラン(1960
年の覚え書き）
により建設され
るべさ数
訂正された1960
年の需要に基づ
き建設されるべ
き数
1961年～1975年
に建設された数
訂正された1960
年の需要に基づ
〈増加率（計画
達成率）
利用可能スポーツ／プレー／水の実面積（㎡）
運動場
スポーツ会館
屋内プール
屋外プール
子供の遊び場 ０００００ ０００００ ０００００ ００９９９ ０６６６０ ０１７８０ ０４３３８ ００ ０９ ５３ ２４ ２ ２ １ ０００００ ０００００ ０００００ ０００００ ００６３２ ０７７９６ ５４３２３ ９０ ００ ６３ ２４ ９ ２ ０００００ ０００００ ０００００ ０００００ ５５６６０ ０７４２５ ８１６５２ ０９ ００ ３６ １７ ８ ４ ％％％％％ ７８２７４ ８７７６９ １１ １ 
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巨大投資が行われたことにより、ドイツにはスポーツ、｜当lll1l1制Ⅲ産業が完全に定満した。これに
より多くのイノベーションが行われ、たとえばプールの底｣三下装置、区l1ljl装置、IL1勅入場方式、屋
内外プール、１青潔なサニタリー、維持符f1l1の大lWWな合理化とコス|､ダウン、セラミックのアメニテ
イの商いう゜_ル、完壁な水処｣111、区割式のスポーツホール、広場の凍結防｣ヒヒーターなど枚挙にい
とまがない。有力化、宥エオ､ということを含めてハードウェア、ソフトウェアの分りγて゛飛蹴的な進
歩があったのである。また、これらのＧＰによる場の提供は、｜正|民の生活の質の追求の中でスポー
ツの11ｉ活化、文化化が確実に行われるようになったのである。
スポーツクラブのケ所数は約８万に急｣Ｗし、また、ドイツスポーツjIM･力Ⅱ盟者数も約2,200万人
（総人'二16,000万人）に達し、｜工'１１との約三人に一人がj'1M付るまでとなったのである。国民の('三iiIir
の質の辿求文化のlMli代は、スポーツ・教育・文化が集積化した場の雑lWiによ')確実に成し遂げられ
つつある。
現在、ドイツ連邦スポーツ科学研究所では、Ｆ・ロスカム氏（スポーツ施設部長）の指導のもと
に、より質の商いハードウェア、ソフトウェアの|Ⅲ|苑にllXl)組むとともに、それらのノウハウをＩ
ＡＫＳ（国際余l暇スポーツ施設ｉｉ１ｌ:究Ｉｌｊ会、本部：ドイツ、ケルン、世界130カ国力|Ｍ）を通じて公
開する努力を行っている。これらのiili1li))もそのルーツは、ＧＰのスタートにより可能となったのて゛
ある。
⑥節１次の課題
第１次が終了し、残された課題は火きいものて゛あった。何といっても社会榊造、４１２活様式の変化
が予想されていた以上に急激であったことて゛ある。１ｺ''1時'''１のj1W大、｜÷I勅化、機械化、情報化の進
行、モータリゼーションの進行、都il7化の巡行の諭変化に対応して、今後は'一|常１選|の他に週末|割、
休暇圏を力Ⅱえた施設の配置、様式、jljil模を考える必要に迫られた。自然が減少して行く傾向Ｍｌ１速
化し、これに対応した計画も必要となった（'二|然環境の雌Ⅱ〔１１ｳ進への利川)。施設の多目的、多機
能、アメニテイ（快適性)、利仙性の追求、あそびの導入など、課題が多いが、それはスポーツが今
や生iili化し、'三１１Ｍ三iiIiにＩとI1liIjIliLl両１じょうに必要不可欠のものとなった結果であった。『今後は新し
いと|ﾐiiliコンセフ・Ｉ､にもとづいた第２次計画が必要になってくる。（アーベルベック氏談)』ｌﾆいうの
はごく|とI然な慨lfilであり、また、解決しなければならない「〔大な課題となったのは当然のことて、あ
った。
⑦第２次ゴールデンプランへのアブ゜ローチ
第１次ＧＰ終了後のニーズ分析によると、それまでに整備されてきたスポーツ、う゜レイ、保養施
設に対して新しいニーズがｌＩｉじてきたため、これにj血合させる必要が111,てきた。まずプールについ
ては遊び、雌)鞭、保養のコンセフ｡'､を含めてアブ゜ローチすること。次に体育館についてはもつと大
－２８－ 
ドイツ(lIIilliドイツ)のゴールデンフ゜ランと|､リムj卿)）
型の多機能のものがＩｉ１ｌ:究される必要があるということ。
スポーツ広場については、特に都11丁化地域て゛の_仰iのスペースの｛illi保と質の１句上が必要て゛あると
いうこと。また、全般的にホピーススポーツといわれる各種のスポーツ（たとえばスカッシュ、ロ
ーラースケート、アイススケートなど）の場づく'）（)必要であることが把握された。
次に健康スポーツ（ランニング、サイクリング、カヌー）などについては、積極ｉＩりに場づくりが
計凹されているが、これらのスポーツは持久性を要求される６のて゛、その活動には「みち」の整Ｉｌｌｉ
が急務であった。数千キロに及ぶ案|ﾉl標識付のランニングコースやサイクリングコース、そして運
河を利用したカスーコースの終IiIliが主張されるようになった。それとともに、人１１過密から逃れて
緑の'１１て゛過ごせるような週末レクリエーション施設も必要とされてきたが、これには永年の伝統あ
るドイツの森林を環境林として、より効采的に利川するこが検討されるようになった。
これらすべてのコンセフ゜トは、術に人'''1優先の`Ｍ１がバックボーンとなっている。すなわち、ヒ
レブレヒト教授の言葉を借りれば＜……fillTlTという生命体の器`12｢として、休養、う゜レイ、スポーツ、
保養などの施設は必要不可欠のものである……時代を失することなくこれらの諸施設をつくること
は|玉|Ⅸの健康のため、価|人の幸福のための基本的ii雌といわねばならない……技術化された今Ｈの
社会のFl1で、我々が真(二人'''1であ')得るか、また将米も人間て゛ありうるか否かはこれにかかってい
る。我々すべてにかかわる最Ｍ１要な大|H1題て゛ある……＞となるが、これに関しては若々と実IIilさ
れ、さらに新たな条件に対応する努力が払われた。
この第２次ゴールデンプランは、1984年に「節３次覚書」としてＤＳＢて゛まとめられた。第１次
計皿から策２次計画に移行するにあたってまとめられた施設数の現状、実績および']標は以下のと
おりである。
表－２第１次計画の結果と第２次計画
－２９－ 
第１次ＧＰ（1960）
整備必要量
1９６１ み、= 1９７５ 
整備量
第３次覚書(1984）
実績と今後の必要量
子供の遊び場 ３４，０００ 2４，３００ 
スポーツ広場 1４，７００ 1１，３００ 80％２，０００ 
スポーツホール 1０，４００ lＬＯＯＯ 80％２，２００ 
体操室 5，５００ 
指導用屋内プール 2，６７５ 
屋内プール 4３５ 2,250 100％ 
屋外プール 2，４２０ 550 85％ 
屋内テニスコート ／ ／ 5，５００ 
屋外テニスコート ／ ／ 9００ 
スカシシ ｣ユ 場 ／ ／ 5００ 
射撃場 ／ ／ 700 
乗馬場 ／ ／ 4５０ 
履馬場 ／ ／ 600 
ゴルフ場 ／ ／ 5０ 
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その後ドイツでは、節３次覚書をJ１Ｍ瓦に火illiドイツの統合、ＥＣ統什を踏まえたなかで、1990年か
ら91年にかけて「スポーツ施設建設発展のためのﾉJ針」をまとめる作業が行われた。その結果'[l東
ドイツ領を対象にゴールデンプラン・オストを策定しこの終Ｉ)Miをすすめることを今後の課題とした。
Ｂトリム連動
ゴールデンフ゜ランがドイツにおける施設整|)lliなどハードウェアの腰|＃|施策であるのに対し、ソフ
ト・ヒューマンウェアの腿llM施策が『トリムj卿))』である。
このトリム迎皿力の1ＭしiiIiUﾘﾉの'''心となったドイツスポーツ連合（ＤＳＢ）は、現在50の極|=lBlllIl
体、14の州スポーツ迎合、２０の特殊スポーツト１１体によって柵成されており、積極的にスポーツの振
りPu、ｌｌｌｋ旗づくりの腱|洲|が行われている。nil在ドイツ１１１比の約30％がＤＳＢの会員になっている。この
連合の１１１でも、「組織化されていないスポーツ愛好打」や「これまでスポーツなどをやらなかった人
達」までも含めた施策を展開したのが『みんなのスポーツ局』（当時の局長ユーゲン・パルム氏）
て゛ある。ここでは'二１１１１時'''１スポーツ、’１Ｍ(スポーツ（トリム運､１１．みんなのスポーツ）の具体的な
展開を推進している。
『みんなのスポーツ局』の主なiiMll価域は、1970ｲ|ﾐより一貫して進めているトリム述勅の広報、
普及iiIidiｶである。１，リム連ｉｉｊｌの|]指すところはrlllllI制lI1iili1Iijjにおけるスポーツ活動や地域のスポー
ツクラブライフをj、じて雌康なライフスタイルを(iili立し、種々の文lﾘＩｿ丙の根源となっている運動不
足病を克服する'二ころにある。
そのための施策としてＤＳＢは、“TrimmDichdurclISport”（スポーツで元気になろう！）と
いう標語をかかげて、－大キャンペーンを展'1Nした。
この語は英語のtrimを通じてドイツ詔となったといわれるが、本米は船乗りの言葉で、船llkllを良
くするために底荷、横み荷をバランスよく振り分け、肢も効率よくマストを立て、’１ﾘlを張ることか
ら転じて、“偏りをJ1Ｚし、バランスのよい状態にする。洲雛する。，，など、英語て゛はll1lii広い使い方を
している。
記録を目指すよりも、まずバランスを整えようという、この言葉は、その響きﾋｲ11まって子ども
にも大人にもスポーツを一層親しみやすいものにした。ＩＭＩ；しいトレーニング理論やいかめしい記録
づくめのスポーツと違って、誰もが気糀にやれろという気をj起こさせるのに効果があった。
そのシンボルマークて゛ある親Ｉ旨を｣1に立て、掘りこぶしをつき１１｣Ｉした茶'二|気たっぷりなトリミー
｣力やは''1J角で、アウトバーンで、幼Wlil判て゛、学校て゛、老人ホームで、オフィスで、二I:場で、そして
またビヤホールで……至るところで、あらゆる人々に「ちょっと－蹴りしよう」「ひと走りしましょ
う」「ひと泳ぎして、またドライブを」なビ愛嬬よく呼びかけた。
1970年３月、トリム迎汕の発表をiiiiに尚ｌＵｌ者ユルゲン・パルムらはｲ〈安だった。だがそれはまっ
たく紀憂にすぎなかった。わずか、２，３ｲｌｉ後にはアウトバーン沿いのトリム・ステーションで、
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交通大Ｈ１がトリムのマークをつけたフ・リーを肴て、イ･どもたちと鉄棒(二興じた()、また他の大IIiも
|可じく軽装でポートをこいだり、目jliZ〈''１に乗った'）というように、｜、リムは親しみをもって、急速
に広く受け入れられていった。
ある１１論研究所は「トリムj卿)ｊほど短時'三1のうちに、これほどの反響を巻き起こしたものは、か
つてない」と報ｆｌ了した。ドイツスポーツ連合のトリム係には、般初のｌｆＩｉに20ﾉj皿の投書がなだれ
込んだ。そのなかには「うちの主人はトリム述仙で兄違えるほビフC気になりました」と感訓ける奥
さんの手紙もあった。トリム述如のこの成功は、社会心Ｊ１ｌ１学新たちも予想し得ないものであった。
マスコミがこぞって放送、放映、報jiiしたばか')て゛なく、シャツ、ハンカチ、ミルクのカートン
から買物袋、ビールのコースター、１１〔のステッカーに至るまで、宣伝ViLにも先例のない勢いでトリ
ム述仙は広まっていった。
ＤＳＢはまた、この勢いに応えてスポーツやフ・レーのわか')やすい手リ|きとなるパンフレットを
次々と作成し、Jl1しい皿解と]|芒しい行い方の艸及に努めた。
トリム連動はiIIiでもどこて､６，やろうＭＭぱできるということを教えた。脈かに、体育館、屋
内プールはあるに越したことばないが、やる気さえあれば体を1i)ｌかすことはできるのだという1ルL、
を促し、またやりやすくすることにlきたるlIlu＝|があった。そのDlUILのひとつは、クラブの会員にな
らなくても、トリム～、トリム～、というざまざまのIlMしに気'畦に参力Ⅱしうるということであった。
スポーツは、およそこの20<『の''１１(二少数のエリートだけのものではなく、家庭のな力､、そして老
人ホームにまて゛入っていった。トリム述勅に関するさまざまな盗料はそれを物語るものといえよう。
flt近では、心臓1m環器機能を'''心とした述勤（各Iiiiiエアロビクス系スポーツ）を定着させるため、
「トリミング１３０」キャンペーンを積極的に行っている。その絲呆，国民の1111に１分llMの心拍数
が130Ｍ程度の持久性の運動が雌康づくりに大きく寄与するという1111解がすすみ、大きな成果をあ
げている。ＤＳＢの統計によると、nilｲ{１１週'''１にl11jlu-上なんらかのスポーツii剛｣を行っている人
は|玉Ｉ氏の約35％であり、今後は、この数字をい力,にlfilliさせていくかということが大きな課題とな
っている。ＤＳＢはこれに向力，って各椰の施策を腱|ﾙＩする準備をDIlｲＩｉ盤えている。
なお、これらのスポーツの展|ｻﾄ|にJii要な役;i;'１をiihiずろに'''1時''１１スポーツの指導者は、邸il｛ｌ２１７０７ｊ
人（クラブ指導打）おり、そのうち150万人は無給のボランティア指導料によって支えられている。
これは初めてスポーツに参力llしようとしている人にll1iIii広く接し、褒めたり、勇気づけたりしてスポ
ーツ活､Ⅲの定着化を|叉|ろのに1K婆な役;Ｉｉｌｌを果たす折導fiである。これらの指導者はＤＳＢによって
養成されており、いわゆるスポーツ大学の卒業資格などは必要としていない。残り約20万人のスポ
ーツ指導者のうち、1,400人だけがスポーツ大学を卒業した専従の指導者であり，あとは時間給を
支給されるスポーツ指導者（ＤＳＢのifii格）のii剛)によってまかなわれているのが現在のドイツの
トリムの状況である。ＤＳＢの蛾も新しいムーブメン|､は、「クラブでするスポーツが鹸も楽しい」
というキャンペーンである。これはﾉＭｉ(95年度)よりリミ施される予定だ。地域のスポーツクラブこ
そが、スポーツ・フォア･オール述ｊｉｊｊの'１１核であるという考え刀である。
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Ｃ指導者等の養成制度
①多様化がすすむ指導者（人材）養成
ドイツにおけるスポーツ振興を支える血要な柱が指導者養成であう。－ロに指導者といっても、
これは本来のスポーツ活動に携わる指導刊とハードの施設の維持管理運営にかかわるものとに大き
く分けられる。
前者を具体的なプログラム指導などを行うソフト指導者とすると、後者は施設が省エネ化や合理
化、自動化が徹底していることから、少数精鋭のスタッフて゛橘成されており、前肴と比較し、その
人数は施設当たり仁すると少ない。
ドイツスポーツ迎合（ＤＳＢ）は、スポーツ指導肴について注L'すべきガイドラインを策定して
いる。これはますます多様化、複雑化、専|ⅡＩ化、IlM性化する向山時間スポーツ活動が、クラブライ
フなどを通じてより－烟、その質を高め得るようにとの意図の川二になされたといえる。
②スポーツ指導者のガイドライン
ｌ）経紳
時代に対応し、多様化するニーズにullした質の高い指導者を大最に確保するため、従来バラ
ツキがあったスポーツ指導者について統一の規格をつくり、｜玉|レベルでの質的水準アップ･を図った゜
これについてはすでに1959,62,68年に会合がもたれ、各種の前提条件についての詰めが行われた。
そして、1968年に指導者および青少年指導者について統一化されたテスト、養成、報iWlIのガイド
ラインが定められた。
次に197411三に1,レーナー養成についてのガイドラインが定められ、またＩ司年、組織指導者に
ついて統一的養成、検定、報酬が定められた。
これら(|H1々について、煮つめられてきた要領を｛|H1々のシステムから全体的連関のなかて゛考える必
要性が提起された。これは、一貫したスポーツ指導者養成を行う上では当然の結果であるといえよ
う。
このなかで重要なのは、指導符養成である。従来この分野では、通称“Ａ，，といわれるオー
ルラウンドなものと、“Ｆ，，といわれる尊'Ⅱ1種'三|指導者がいたが、いずれもその質を高めることが望
まれていた。またこれは青少年指導者についてMil様であった。
このような観点から、新たに必要となって来たjill織指導者をも含めた全スポーツ指導肴を関迎づ
け、ひとつのシステムとして考えることが必要となって来た。そして、その際カリキュラムについ
てもＦ１編成し、品新の経験的、学ｌＩＩ１的成果をJMliり込むことが、急成長し、多様化、複雑化する|]｢１１
時'１Mスポーツニーズに対応するためにも必要であることが碓認された。
このことから意図動機として次のことを|~Ｉ的として進めることとなった。
○養成が連続的に進み得るようなしくみをつくる。
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○般新のｸill識を」Miiり込む。
○養成カリキュラムは、ボランティアおよびサイドワークとしてＭＩＩ,来るものとする。
○検定試験は、次の課職へMliみうることを含んで設定する。
○カリキュラムは指導打粂体のカリキュラムとの整合性、位殻づけを良く考える。
２）ガイドラインの目標
Ａ、Ⅱ標
｜｣標としてはＤＳＢにIliIiするあらゆるスポーツをカバーすることを考えている。そして、
養成はステップ゜・パイ・ステップ．とし、段WWIり、システム(Iりに学習がTil能なように|N[l脳を川1えてい
る。
カリキュラムは、システム余体との盤合性を｣Ｍ考え、爪襖がないように'７(怠し、どの養
成術座においても同じ質を与えｉＭＬ６こし、統一化されたカリキュラムをl旨示すること、授｣）したラ
イセンスを1正|内どこても認定し、iililli1jしやすいようにすることが配IilXきれた。
Ｂ・養成内容
養成|ﾉﾘ容については、次にあげる８つの分111『に及んでいる。
(1)－歴史社会的領域
(2)－スポーツ組織、符II1(I<jfil(城
(3)－４MI1iI<)・医学(1<」価城
(4)－スポーツ教育学１１り・心｣111判1<j緬域
(5)－j血)１判1り領域
(6)－坪'''１スポーツ極'二liMilmj戎
(7)一トレーニング学
(8)－青少イド指導滑概iiiｈ
これらの航城を踏まえた_こて゛、盗格（ライセンス）は、段階｢I<jに平易なものからＩＭｌｔてYJ【
のimljいものまでの４つに分かれている。
安格（ライセンス）Ｉ：１２()授業'１机}'１１１１位の後テストをして１１ﾄられろ。
指禅打、liljil11l11f導判、青少ｲli指導打．、《１１織脂導稀。
資格（ライセンス）Ⅱ：１５０授業時''11111位の後テストをして11ﾄＭＬろ。
特》'１の養成訓暇を伴う指導稀，トレーナーＢ特別の護成丙Ｍ１を
↑卜うT1f少年指導粉およびillll織指導打。
資格（ライセンス）lll：２４０授業時|lUlli位の後テストをして11卜l:)れろ。
トレーナーＡが該ﾐ11．
安格（ライセンス）１Ｖ：Iillwの養成舟Ｍ１について、ドイツスポーッ述介のデイフ･ロムが州
iijWM二より'）えられる。
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これらの特色は、ポランテイアカ'らlIMi業として行いたい人まで、種々の要望に応えられる
ように養成プログラムが作成されていることである。表－３はこれらのシステムを示したものであ
る。 表－３指導者養成システム
経
験
の
集
積
ｌ
↓
↓
主
と
し
て
大
学
や
ア
カ
デ
ミ
１
に
よ
る
教
育
有Ｃ・養成の財政的基礎
養成の財政的基礎は、)'１１により多少異なるが次の原l1llによっている。
○ｌ王|(連邦)への寄与が大きい性格のものについては、国が補助金という形て゛負担する。
○州レベルへの寄与が大きい性格の養成は州が負担する。
○TljIIII村に関するものについては、’二１泊体が負１１lする。
③指導者の養成課稗と性格
１）指導料および専'''１指導肴
これらの指導稀は'二Ⅱ'１時''１１活ｊｉ１ｊにおけるスポーツiiIi｢勅の指導を行うものである。この場合、
大切なことは生徒がスポーツを本格ｉ１りに楽しめるような方向に導いて行くことが課題となる。そし
てそれにﾉﾉⅡえて、初歩(1<]なレベルではあるが、競技（能力）スポーツを行えるように指導すること
も含まれている。専'１１１（極'二|）指導濁の|]標は、初歩的なグループ･にIlHl々のスポーツ極'二|を指導し、
システマティックにレベルを上げるところにある。
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身分 資格 養成時間
各種
指導者／トレーナー
の名称
青少年
指導者
の名称 組織指導者の名称
ポラン
ティア
(ｱﾏﾁｭ7） 
時給
(ｻｲﾄﾞﾜｰｸ） 
フ イセンスＩ
ライセンスⅡ
ライセンスⅢ
120時間
150時間
240時間
指導者 専門指導者
レー
ナーＢ
－ナー
Ａ 
青少年
指導者
青少年
指導者Ｓ
組織指導者
組織
指導者Ｓ
現状では該当
ライセンスなし
職業と
して行う
Ⅳ スンセノイーフ
ム験口試びのプ定よＢイ検おＳデ州， 
ｽﾎﾟｰﾂ教師
自由時間
ｽﾎﾟｰﾂ教師
体操教師
ｅｔｃ． 
ＤＳＢの
ディプロム
トレーナー
組織指導者
スポーツ関係
(行政）の
職員
ドイツ('１|西ドイツ)のゴールデンフ・ランと｜、リム述1Iｉ１１
２）トレーナー
トレーナーの[|標はクラブ、またはＤＳＢにおいてシステマティックに能ﾉﾉ脂向のスポーツ
を折導するところにある。トレーナーの課題の''１には才能の苑llil、その分類、選択も含まれている。
また、個々のスポーツマンの能ﾉﾉにあわせて、その蝋iﾄﾞﾙ能ﾉﾉをリ|き''１，すことが求められる。トレー
ナーには、ライセンス11～1Ｖに対応してＢ、ＡおよびＤＳＢのデイフ･ロムトレーナーがある。
ＤＳＢのデイプロムトレーナーの養成には、18力)|が必要とされる。
３）青少ｲli1IFi導打
Ｔ１了少fIi指導州よクラブ、またはI)ＳＢの11i少年lfijlllLをiilLﾀト（学校外）iilnlj1として行うことを
[|標としている。青少ｲ|§lfiPj4ILH･のii1Mijには、ilill織ｉ１<)な()のやT1i少ｲﾄﾞの１１１Ｗのi乳l心を含むＭ)Ｍ-ろ。
４）組織指導村
組織指導粉はクラブ、またはI）ＳＢにおいてリーダーをiii化るような人'''１を養成することを
'三|標としている。そしてこれには、１１１にスポーツの櫛'三|のみならず、スポーツに１１Mする極々のこと
をも含む、いわゆるスポーツライフについてlulli1し、そのI:でWill縦(l<ﾉにまとめ_'1げる能ﾉﾉを要求し
ている。これらのうちて゛特にin要なものは、セクション（分111課）の}Ｍ１能ﾉﾉ、ヱ|「務能力、会計能
ﾉﾉ、公iI<ｊ１帥))能ﾉﾉ、クラブや迎合|ﾉﾘて゛のリーダーシップなビて゛ある。特にスポーツポ１１織やスポーツ
行jlj(についてもjlﾐ(瀧にｌＭｌｌしておく必要がある。またilll紬を述徴して行く必要から、企凹ﾉﾉ、ﾌﾐ施
ﾉﾉ、符叫能ﾉjが特に財務'二のからみで必要とされる。
ライセンスについていから1Ｖ（ＤＳＢのデイプロム）まて゛の４段階のうち、111を除き３櫛ｉｌｉ１ｉｉ
のものがある。Ｉではむしろ小グループ･のリーダーシップ・を、Ⅱで1よよ')高度、あるいは複雑な能
力を指|fＴｌする。１Vのデイフ･ロムは、ナショナルレベルでのﾎﾟ||織述徴能ﾉﾉをＭ１能なようにカリキュ
ラムを組んでいる。
④施設符1MﾘＩ)<扱者について
ハードの｣１１〈り扱いはう｡－ル、体fim1によ')異なるが、ｆＭ管'''1のlMliしいう。_ルには、パー|、．
マイスター（プール符11'1二I:）のfiilffが定められている。従ﾙ<は皿常の)Ijilj設符趾|:だけてあったが、
プールは水質符l1l1をはじめとして椰々の維持杵I1l1-Iilｲ《|靴なﾙﾊﾞがあるのて゛、このような資格が必要と
なっている。このパート・マイスターの役割は、施設（ハード）の/瀞｣]'1とともに、施設の柵lIi持述)'１
にまで及んでいる。一兄、大きな黄ｲI;と思われるが、満ﾉﾉ化、Ｍ１｣化、機械化によ')、フ。－ﾉﾚがワ
ンマンコントロールの１１J能なIli'１御コンソール付のものとなっているので、これがTii能となっている。
このパート・マイスターの他に、ｌｌｆＷｌフ｡_ルて脈養の|｣(I<」を112うﾉﾘi1ji没の場合には、病人体操ご|寺（
Krallkengymnast）や|剛1,台旅二I:（ＭｅｄＢａ(lmeister)のように各IiEの盗格|〕&持粉がおl)、111<誰や
沿旅（クーア）活動の指導を行っている。これらの指導f'iは、施設や機器の運111と密接なUM述をも
っている。
－３５－ 
